
一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

ハ
ン
ブ
ル
グ
事
務
所
の
変
更

^

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

S
p
a
ld
in
g
str

7
7
a
2
0
0
9
7
H
a
m
b
u
rg
,
F
E
D
E
R
A
L
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
G
E
R
M
A
N
Y

変
更
後

U
e
b
e
rse

e
a
lle

e
1
,
2
0
4
5
7
H
a
m
b
u
rg
,
F
E
D
E
R
A
L
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
G
E
R
M
A
N
Y

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

二

南
通
事
務
所
の
変
更

^

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

H
o
n
g
q
ia
o

X
in
y
u
a
n
,
3
6
,
H
o
n
g
q
ia
o
x
ilu

,
N
a
n
to
n
g
,
P
E
O
P
L
E
ÐS

R
E
P
U
B
L
IC

O
F

C
H
IN

A

変
更
後

N
o
.
8
8
C
h
o
n
g
c
h
u
a
n
R
o
a
d
,
N
a
n
to
n
g
,
2
2
6
0
0
0
,
P
E
O
P
L
E
ÐS

R
E
P
U
B
L
IC

O
F

C
H
I-

N
A

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検
定
協
会
か
ら
危
険
物
の
収
納
、
積
付
け
そ
の
他
の
運
送
及
び
貯
蔵
に
関
す
る
技
術

的
基
準
へ
の
適
合
性
の
検
査
の
う
ち
、
危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十

号
）
第
百
十
一
条
に
規
定
す
る
危
険
物
の
積
載
方
法
そ
の
他
積
付
け
の
検
査
及
び
同
令
第
百
十
二
条
に
規
定
す

る
危
険
物
の
コ
ン
テ
ナ
へ
の
収
納
方
法
並
び
に
特
殊
貨
物
船
舶
運
送
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
六
十

二
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
液
状
化
物
質
の
水
分
の
測
定
及
び
同
令
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
液
状
化
物
質
の
積
載
方
法
そ
の
他
積
付
け
の
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

新
潟
事
業
所
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

新
潟
県
新
潟
市
北
区
太
郎
代
4
5
1番
地
１

変
更
後

新
潟
県
新
潟
市
北
区
松
浜
八
丁
目
2
5番
３
号

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日

一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検
定
協
会
か
ら
危
険
物
以
外
の
特
殊
貨
物
の
収
納
、
積
付
け
そ
の
他
の
運
送
に
関
す

る
技
術
的
基
準
へ
の
適
合
性
の
検
査
の
う
ち
、
特
殊
貨
物
船
舶
運
送
規
則
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
液
状

化
物
質
の
運
送
許
容
水
分
値
の
測
定
及
び
船
舶
設
備
規
定
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
運
輸
省

令
第
三
十
二
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
ば
ら
積
み
個
体
貨
物
の
密
度
の
測
定
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

理
化
学
分
析
セ
ン
タ
ー
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
福
浦
二
丁
目
７
番
3
1号

変
更
後

神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
幸
浦
一
丁
目
1
4番
２
号

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

平成™�年™月›日 火曜日 第�™™™号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
五
十
の
規
定

に
基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検
定
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
八
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
二
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
五
十
の
規
定

に
基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検
定
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
八
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
八
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

佐
藤

雄
二

名

称

野
波
瀬
港
小
野
波
瀬
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

山
口
県
長
門
市
（
野
波
瀬
港
小
野
波

瀬
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
四
e

二
三
e

〇
一

東

経

一
三
一
e

一
四
e

五
七

変
更
し
た
事
項

光

度

一
一
〇
カ
ン
デ
ラ

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
七
・
九
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
六
日

名

称

鳥
取
港
第
三
防
波
堤
標
示
灯

位

置

所

在

地

鳥
取
県
鳥
取
港（
第
三
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
五
e

三
二
e

四
五

東

経

一
三
四
e

一
一
e

〇
六

変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

鳥
取
県
鳥
取
港（
第
三
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
五
e

三
二
e

四
四

東

経

一
三
四
e

一
一
e

〇
五

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
八
・
一

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
六
日

記

事

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
位
置
及
び
高

さ
変
更
の
う
え
復
旧

名

称

石
巻
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

宮
城
県
石
巻
港
（
西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
八
e

二
四
e

二
六

東

経

一
四
一
e

一
八
e

四
六

変
更
し
た
事
項

光

度

一
一
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

五
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
一
一

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火

ま
で
一
一
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日

名

称

松
山
港
高
浜
五
号
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

愛
媛
県
松
山
港
第
一
区
（
高
浜
漁
港

五
号
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
三
e

五
三
e

四
〇

東

経

一
三
二
e

四
二
e

二
三

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
一
〇
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日

名

称

一
切
港
第
二
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
（
一
切
港
第

二
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
二
e

四
七
e

〇
三

東

経

一
三
二
e

三
八
e

二
四

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
八
・
三
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
七
日

名

称

島
間
埼
灯
台

位

置

所

在

地

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
（
島
間

埼
）

北

緯

三
〇
e

二
八
e

〇
〇

東

経

一
三
〇
e

五
〇
e

五
八

変
更
し
た
事
項

光

度

五
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

八
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
七
日

名

称

石
浜
港
南
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

宮
城
県
気
仙
沼
市
（
石
浜
港
南
防
波

堤
外
端
）

北

緯

三
八
e

五
四
e

三
八

東

経

一
四
一
e

三
九
e

〇
二

変
更
し
た
事
項

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
復
旧

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
八
日
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